
浮
土
文
類
聚
砂
の
製
作
年
代
に
就

い
て

桐

漢

順

怨

教
行
信
謹
と
文
類
聚
紗

と
は
共

に
漢
文

に
よ

つ
て
書
れ

た
親
鷲
聖
人

の
撰
述

で
あ
り
、

そ

の
量

に
於

い
て
は
前
者
は

六
巻
に
わ
た
り
、

二
百
七
十
入
枚

の
大

部

で
あ
り
、
後

者
は
十
七
枚

し
か
な

い
小
部
で
は
あ
る
が
、

内
容
及
び
組
織

に

於

い
て
す

こ
ぶ
る
類
似
貼

の
多

い
も

の

が

あ

る

か

ら
、
古

來
、
前
者
を
廣
文

類
、
後
者
を
略
文
類

と
云
つ
て
、
廣

略

の
相
違

で
あ

る
と
云
わ
れ
て
來
た
。

し

か
も

そ
の
撰
述
年
代

に
就

い
て
は
、

畳
如
上
人

の
教
行
信
謹

大
意

(嘉

暦
三
年

一
三
二
入
)
に

「
親
轡
聖
入

一
部
六
巻

の
書
を

つ
く
り

て
、
教
行
信
謹
文
類

と

號

し
て
く
は
し
く

こ
の

一
流

の
教
相
を
あ
ら
は
し
た
ま

へ
り
。

し
か
れ
ど
も

こ

の
書
あ
ま
り
に
廣

博
な

る
あ
ひ
だ
、

未
代
愚
鈍

の
下
機
に
を
ひ
て
、

そ

の
義

趣

を
わ
き
ま

へ
か
た
ぎ
に
よ
り

て
、

一
部

六
雀

の
書
を

つ
ゝ
め
、

肝
要
を
ぬ
き

い

で
て

一
雀

に
こ
れ
を

つ
く
り

て
、
す
な
は
ち
澤
土
文
類
聚

鉛

と
な
づ
け

ら
れ
た

り
」
と
。
教
行
信
謹
を
略
し

て
文
類

聚
鋤

が
撰
述

さ
れ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
を

示
さ
れ

た
の
で
、
教
行
信
謹
撰
述

の
後
に
此
を
略
抄

し
て
文
類
聚
鋤

が
製

作
さ

れ
た
こ
と
は
、

何
等

の
疑
間
も
な
く
長

い
間

の
定
読
と
な

つ
て
お

つ
た
。
然

る

に
昭
和

八
年

に
、
生
桑
完
明
氏
が
高
田
學
報

に
文
類
聚
鋤

が
教
行
信

謹

の
前

で

は
な
い
か
と
云
う
問
題
が
提

示
さ
れ
、

印
度
學
佛
教

學
研
究
第

一
雀
第

一
號

に

結
城
令
聞
教
授
が
此

の
問
題
に

つ
い
て
意
見
獲

表
が
あ

つ
て
か
ら
新
し

い
問
題

と
な

つ
て
來

た
よ
う

で
あ

る
。

文
類
聚
鉛

が
前

で
教
行
信
謹
が
後

で
あ
る
と

の
読
は

日
漢
法
諜

の
文
類
聚
鋤

蹄
湾
記

(
享
保

二
十

一
年
、

一
七
三
六
)
に
出
て
お
る
読

で
は
あ
る
が
、

そ

の

文
は
極
め
て
簡
箪

で

「
又
、
租

の
斯

の
文
を
製
し
た
ま
う

や
、
未
だ
年

暦
を
考

、
汎
ず
、

恐
ら
く
は
六
雀

の
廣
書

の
前
に
在
る
か
」
と
あ
る
ば

か
り

で
あ

る
。

此

の
時
代
に
は
宗
租

の
假

名

の
撰
述

が
編
輯
さ
れ
て

い
な
か

つ
た
黙
な
ど

か
ら
見

て
、

叉
そ

の
読

明
が
あ
ま
り
に
も
簡
箪
で
あ

る
鮎

か
ら
、
或
は
教
行
信
謹

大
意

の
文
を
注
意

せ
な

か
つ
た
の
で
は
な

い
か
と
云
う
疑
問
を
生
ず

る
の
で
あ

る
。

畳
如
上
人

の
あ

の
明
文
を
注
意
し

て
お
つ
た
ら
、

そ

の
読

に
反
駁
塗

加
え
る
の

な
ら
相
當

の
論

理
と
読
明
が
示
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な

い
の
で
は
な

い
か

(但

し
、
當
時

の
學
匠
は
相
承

の
聖
教
に
封
し
て
批
到
的
な
言
葉
を

用
う
る

こ
と
を

ひ
か
え
た
た
め
に
此
れ

に
論
及
さ
れ
な

い
の
か
も
知

れ

な

い
)
。
そ

の
貼

で
、

生
桑
氏

の
正
信
偶

の
文
章

に
よ
る
説
、
結
城
氏

の
三
法
四
法

の
思
想
問
題

か
ら

の
読
、

更
に
小
川
貫
式
氏

(
印
度
學
佛
教
學

研
究
第

二
巻
第

二
號
)

の
書
誌
學

的
研
究
は
注
意
ず
べ
き
も

の
で
あ

る
。

然

ら
ば

何
故

に
か

ゝ
る
疑
問
が
生
ず
る
か
と
云
う

に
、
そ

れ
に
は
種

々
の
問

題

は
あ

る
が
、
第

一
に
考

え
ら
れ
る

の
は
文
類
聚
鋤

の
製
作
年
代

が
不
明
で
あ

る
と
云
め

こ
と
で
あ
る
。

印
ち
、
最

も
古

い
爲

本
で
あ

る
延
寺

本

(
延
慶

二
年

二
ご
〇
九
所
窩
、

宗
組
滅
後
四
十
七
年
目
)

に
は
撰
述

の
年
代

が
な

い
。
叉
室

町
時
代

の
も

の
と

云
わ
れ

て
お
る
顯
眞
學
苑
本
、

寵
谷
大
學
本
、

慶
長
七

年
の

唯
如

上
人
刊
行
本
、

現

在
の
流
布
本
に
は
年
代

が
記

せ
ら
れ

て
な

い
。

し
か
し

浮
土
丈
類
聚

釧

の
製
作
年
代

に
就

い
て

(
桐

漢
)
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浮
土
丈
類
聚
釧
の
製
作
年
代
に
就
い
て

(桐

渓
)

一
面
で
は
年
代
の
記
せ
ら
れ
た
も

の
も
あ
つ
て
、
東
本
願
寺
本

(蓉
澤
興
寺

本
)
、福
田
寺
本
に
は
建
長
七
年
八
十
三
才
の
奥
書
が
あ
り
、
大
谷
大
學
延
書

本
に
は
正
嘉
元
年
八
十
五
才
と
示
さ
れ
て
あ
る
。
又
正
明
傳
、
正
統
傳
に
は
建

長
四
年
八
十
才
撰
述
読
が
読
か
れ
て
お
り
、
三
井
淳
辮
氏

(龍
谷
大
學
論
叢
第

二
九
號
)
は
高
田
所
傳
の
宗
租
の
撰
述
を
列
記
す
る
所
に
眞
智
爲
本
と
し
て
建

長
四
年
三
月
四
日
の
撰
述
と
し
て
示
さ
れ
て
あ
る
。

し
か
し
、
更
に
そ
の
内
容
を
見
る
時
、
種
々
の
問
題
が
生
じ
、
文
類
聚
鋤
は

必
ず
し
も
教
行
信
謹
の
後
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
來
な
い
様
な
疑
問
が
生
ず

る
の
で
あ
る
。

そ
の
最
も
大
き
な
疑
問
の
第

一
は
、
教
行
信
謹
の
総
序

・
後
序
の
文
と
文
類

聚
鋤
の
序
題
等
の
文
と
の
比
較
で
あ
る
。

教
行
信
謹

文
類
聚
鉛

(縮
序
)

(序
題
)

羅
以
難
思
弘
誓
度
難
度
海
大
船

夫
無
尋
難
思
光
耀

無
尋
光
明
破
無
明
闇
慧
日

滅
苦
謹
樂

(中
略
)

圓
融
至
徳
嘉
號
輔
惑
成
徳
正
智

萬
行
圓
備
嘉
號

難
信
金
剛
信
樂
除
疑
獲
謹
眞
理
也

沿
障
除
疑

爾
者
凡
小
易
修
眞
教

末
代
教
行
專
鷹
修
此

愚
鈍
易
往
捷
径

濁
世
目
足
必
可
勤
斯

大
聖

一
代
教
無
如
是
之
徳
海

爾
者
受
行
最
勝
弘
誓

捨
綴
折
澤
迷
行
惑
信

而
捨
臓
析
澤
奉
如
來
教
勅

而
報
恩
謝
徳

(結
勧
)

心
昏
識
寡
悪
重

心
昏
識
寡
敬
勉
斯
道

特
仰
如
來
獲
遣
必
麟
最
勝
直
道
 

悪
重
障
多
深
崇
斯
心

專
奉
斯
行
唯
崇
斯
信

慮
弘
誓
強
縁
多
生
匝
値
 

憶
弘
誓
強
縁
多
生
難
値

眞
實
瀞
信
億
劫
匝
獲
 

眞
實
澤
信
億
劫
疸
獲

遇
獲
行
信
遠
慶
宿
縁
 

遇
獲
信
心
遠
慶
宿
豫

若
也
此
廻
覆
蔽
疑
網
 

若
也
此
廻
覆
蔽
疑
網

更
復
蓬
歴
薩
劫
 

更
必
逞
歴
膿
劫
多
生

誠
哉
擾
取
不
捨
眞
言
 

撮
取
不
捨
之
眞
理

超
世
希
有
正
法
 

超
捷
易
往
之
教
勅

聞
思
莫
逞
慮
 

聞
思
莫
渥
慮

(序
題
)

愛
愚
禿
縄
親
攣
 

愛
片
州
愚
禿

慶
哉
西
蕃
月
支
聖
典
 

蹄
印
度
酉
蕃
論
読

東
華
日
域
師
繹
 

仰
華
漢
日
域
師
羅
6

難
遇
今
遇
得
難
聞
己
得
聞

敬
信
眞
宗
教
行
謹
 

敬
信
眞
宗
教
行
謹

特
知
如
來
恩
徳
深
 

特
知
佛
恩
匝
窮
壼

斯
以
慶
所
聞
嘆
所
獲
 

明
用
澤
土
文
類
聚
鋤

(後
序
)

(結
勧
)

慶
哉
樹
心
弘
誓
佛
地
 

慶
哉
愚
禿
仰
惟
樹
心
弘
誓
佛
地

流
念
難
思
法
海
 

流
情
難
思
法
海

深
知
如
來
於
哀
良
仰
師
教
恩
厚
 

嘆
所
聞
慶
所
獲

慶
嘉
彌
至
至
孝
彌
重
 

探
集
眞
言
鋤
出
師
縄
6

因
蝕
鋤
眞
宗
詮
嫉
浮
土
要
 

專
念
無
上
奪
特
報
廣
大
恩

此
の
封
表
に
よ
つ
て
も
、
爾
書
は
非
常
に
密
接
な
關
係
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
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れ
、
輩
な
る
教
行
信
謹
と
云
う
四
法
を
取
扱
つ
た
異
な
つ
た
書
と
は
見
る
こ
と

が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
、
文
類
聚
鋤
が
後
に
製
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
な
ら
、
教
行
信
詮
の
総
序
に
於
い
て
、
一
蓮
の
文
章
と
な
つ
て
お
る
も

の
を
、
何
故
に
文
類
聚
鋤
に
於
い
て

「心
昏
識
寡
」
等
七
十
九
文
字
を
四
法
の

読
明
の
終
つ
た
正
信
偶
の
文
の
前
の
結
割
の
所
に
移
し
た
ま
う
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
も
、
そ
れ
か
ら
以
後
が
全
部
結
蘭
の
所
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら

了
解
も
出
來
る
が

「愛
片
州
」
等
の
三
十
二
字
が
再
び
始
め
の
序
題
の
所
に
示

さ
れ
て
あ
る
。
此
等
の
文
を
封
照
し
て
見
る
と
き
、
教
行
信
謹
の
紹
序
の
文
が

あ
つ
た
後
に
文
類
聚
鋤
の
序
題
及
び
結
葡
の
文
が
書
れ
た
と
見
る
よ
り
も
、
文

類
聚
鋤
の
そ
れ
等
の
文
を
教
行
信
謹
の
総
序
に
ま
と
め
て
書
き
た
ま
う
た
も
の

と
見
る
の
が
自
然
な
見
方
で
な
い
か
。
若
し
、
文
類
聚
鋤
が
教
行
信
謹
よ
り
も

後
の
製
作
で
あ
る
な
ら
、
此
等
の
文
の
移
動
が
何
故
に
行
わ
れ
た
か
は
大
き
な

疑
問
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
疑
問
は
爾
書
の
正
信
偶
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
生
桑
完
明
氏

も
問
題
に
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
今
は
文
章
の
修
僻
や
そ
の
内
容
の
問
題
よ
り

も
寧
ろ
安
城
の
御
影
の
銘
文
を
中
心
に
し
て
考
え
て
見
た
い
の
で
あ
る
。
安
城

の
御
影
は
、
宗
組
在
世
申
の
壽
像
と
し
て
二
種
あ
る
う
ち
の
一
で
、
銘
文
の
あ

る
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
銘
文
は
親
鷺
聖
人
の
眞
筆
で
、
最
上
段
に
は
漂

土
論
の

「
世
尊
我

一
心
乃
至
廣
大
無
邊
際
」
の
六
十
字
と

「襯
佛
本
願
力
乃
至

功
徳
大
寳
海
」
の
二
十
字
が
書
れ
、
第
二
段
に
は
大
経
の

「其
佛
本
願
力
乃
至

自
致
不
退
輕
」
の
二
十
字
及
び

「必
得
超
絶
去
乃
至
自
然
之
所
索
」
の
四
十
字

が
書
れ
、
甕
像
の
下
に

「本
願
名
號
正
定
業
乃
至
印
横
超
載
五
悪
趣
」
の
二
十

句
四
十
字
が
書
れ
て
あ
る
。
し
か
も
、
此
の
銘
文
は
宗
租
の
撰
述
で
あ
る
奪
號

眞
像
銘
文
に
も
上
段
の
浮
土
論
及
び
大
経
の
文
と
共
に
自
ら
註
繹
を
試
み
ら
れ

て
お
る
。
酋
號
眞
像
銘
文
の
正
信
偶
の
文
は
安
城
御
影
の
銘
文
で
あ
る
こ
と

は
、
報

恩
寺
本
に
は

「
獲
信
見
敬
大
慶
人
」
と
あ
り
、

西

本
願
寺
本
、

專
修
寺

本
に
は

「獲
信
見
敬
大
慶
喜
」
と
あ
る
を
、
御
影

の
文

に
は

「
獲
信
見
敬

得
大

慶
」
と
あ

つ
て
、
他

の
教
行
信
謹

の
讃
本

の
正
信
偶

と
文

が
異
な

る
特
色

の
あ

る
も

の
で
あ

る
が
、
奪
號
眞
像
銘
文

の
羅

は
此

の
異
色
あ

る

「
獲
信
見
敬

得
大

慶
」

の
文
で
あ
り
、

漂
土
論

・
大
経

の
銘
文

の
全
文
も
繹

さ
れ
て
あ
る

の
で
あ

る
か
ら
、

此
れ
は
此

の
影
像

の
銘
文
と
見
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

然
ら
ば
、

自
像
書

の
銘
文
に
自
撰

の
文

の
中
か
ら
特

に
選

ん
で
書
き
給
う

た

に
は
、
自

ら
も
相
鷹

感
銘
を
も
ち
、

得
意
と
ま
で
は
行
か
な
く
と
も
、

少
な

く

と
も
好
し
く
感
ぜ

ら
れ
た
も

の
で
あ
る

の
は
自
然
で
あ

ろ
う
。

し
か
も
後

に
註

繹
さ
れ
た
ほ
ど

の
文
を
何
故

に
後

に
撰
述
さ
れ
た
書
で
訂
正
さ
れ
た

の
で
あ
ろ

う
か
。

そ
れ
も
安
城
御
影

は
月

日
は
明

か
で
な

い
が
、

そ

の
裏
書

に
よ

つ
て
建

長
七
年
八
十
三
歳

の
時

の
も

の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
類
聚
鋤

が
、
建

長
七
年
七
月
十
四
日
の
製
作

で
あ
る
な
ら
、

同
年
に
自
像

の
銘
文

と
す
る

ほ
ど

の
文
を
何
故
に
文
類

正
信
偶

に
於

い
て
訂
正
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う

か
。
若

し
建

長
四
年

の
製
作
と
し
て
も
同

一
の
こ
と
が
考
え
ら

れ

る

の

で
あ

る
。

し
か
も

「
本
願
名
號

正
定
業

」
等

の
文
は
、

宗
祀
が
銘
文
に
用

い
た

の
も

道
理
と
思
わ

れ
る
名
文

で
あ
る
。

此
れ
は
爾
書

の
正
信
偶

の
文
を
甥
照
す
れ
ば

更
に
明
確
な

も

の
が
知
ら
れ
る
で
あ
る
が
、

そ
の
名
文
が
何
故
に
後
に
な

つ
て
訂
正
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

第

三
に
は
爾
書

の
教
行
信
謹

の
四

法
の
取
扱

い
の
問
題
で
あ
る
。

教
行
信
謹

に
於

い
て
は
種

々
の
問
題
は
あ
る
が
、
教

・
行

・
信
、

謹
。
眞
佛
土
。
化
身
土
と

六
雀

に
分
け
て
、
教

行
信
謹

の
四
法
を
明
確

に
示
さ
れ

て
あ
る
が
、

文
類

聚
鋤

に
は
漂
信

の
取
扱

い
が
不
明
瞭
な
勲

が
あ
る
。

此

の
黙
は
論
ず
れ
ば
相
當

大
き

な
問
題
と
な
る
が
今
は
抄
略
す

る
。

そ

の
外

二
種
廻
向

の
あ
り
場
所
、

三

一
問

答
繹

の
問
懸
、

信
心
正
因

の
明
示

の
問
題
な
ど
種

々
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

漂

土
丈
類
聚
砂

の
製
作
年
代

に
就

い
て

(
桐

渓
)
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